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日商簿記２・３級検定試験講習会

２級：３月21日（日）～全12回
　　　48,000円（学生43,000円）
３級：３月27日（土）～全10回
　　　38,000円（学生33,000円）
10時～17時（昼休憩１時間含む）
行田市商工センター（行田市忍2 ‐ 1 ‐ 8）
〒154 ‐ 0023　東京都世田谷区若林1 ‐ 30 ‐ 4 ‐ 103
㈱ハイ・ロード　武石美則
TEL：03（3487）5333
行田商工会議所

2021年６月13日（日）簿記検定試験の合格に
向けた講習会を行います。

期　間
受講料

申込み
問い合
わせ

時　間
会　場

後　援

⃝詳細は市ホームページをご覧ください　　⃝申込書は市ホームページにあります
⃝掲載位置は指定できません　　⃝掲載の可否は内容を審査のうえお知らせします共通事項

市ホームページ
掲載位置／トップページ
下部にランダム表示。トップ
ページ右部にも２枠ランダム
表示
料金／年額120,000円
（１枠あたり・一括払い）
トップページのアクセス数／
月平均約151,600件（パソ
コン・スマートフォン、
令和元年度実績）
※バナー広告のアクセス数
を保証するものではあり
ません

①ホームページバナー　②レシート
掲載位置／①図書館トップページ・蔵書検索ページ
②貸出記録、資料予約・蔵書検索レシートに１広告
ずつ、最大５社ま
での広告をロー
テーションで印字
料金／
①年額60,000円
②月額5,000円（上
限12か月）※１枠
あたり・一括払い

広報かがやき
料金／月額15,000・
30,000・45,000円
※大きさにより異なり
ます。12か月分一括
の申込みで割引制度
があります
発行部数／毎月41,800
部（自治会加入世帯
に全戸配布）

雑誌スポンサー
掲載位置・規格／最新号の雑誌カバーの表面に
スポンサー名（縦４cm×横13cm以内で、地色は
白色、文字は黒色）を表示。裏面には、雑誌カバーに
収まるサイズで、
スポンサーが作成
した片面印刷の広
告を掲載
対象／１年以上提
供できる団体
料金／雑誌の購入
代金を負担

ホームページバナー・広報かがやきホームページバナー・広報かがやき

図書館の有料広告図書館の有料広告

申込み・問い合わせ／
秘書課（内線2013）

申込み・問い合わせ／
生涯学習課生涯学習担当（内線3341）

裏　面

広告

スポンサー名

表　面

企業やお店の宣伝に
ご活用ください 有料広告を募集有料広告を募集

１月の振込日は29日（金）です。　※医療費が高額な場合、事務処理上振込が遅れます　※救急の
場合を除き、平日の診療時間内に受診するなど、医療機関への適正受診にご理解とご協力をお願いします

・広報かがやきは自治会のご協力により配布しています
・紙面に記載の内線は直通ではありませんので、お間違いのないようお願いします

時...日時　所...場所　対...対象　定...定員　内...内容　費...費用　持...持ち物　他...その他　申...申込み　問...問合せ時...日時　所...場所　対...対象　定...定員　内...内容　費...費用　持...持ち物　他...その他　申...申込み　問...問合せ 情
報
ひ
ろ
ば
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市
な
ど
か
ら
の

お
知
ら
せ

方
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
額
や
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る

「
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
１
月
下
旬
ま

で
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、

税
務
署
で
年
金
以
外
に
給
与
収
入
な
ど
が

あ
り
確
定
申
告
を
す
る
と
き
や
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
と
き

に
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合
　
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１

１
６
５
）で
再
交
付

他
　
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
に
は
、税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

源
泉
徴
収
票
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん

問
　
大
宮
年
金
事
務
所（
☎
０
４
８
‐
６

５
２
‐
３
３
９
９
・
自
動
音
声
案
内
の

「
１
」次
に
「
２
」
を
選
択
）又
は
市
国
保

年
金
課
年
金
担
当（
内
線
２
４
３
７
）

冬
期
節
電
対
策
に
ご
協
力
を

　
冬
は
電
気
使
用
が
増
え
る
季
節
で
す
。

節
電
は
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
継
続
が
大

切
で
す
の
で
、
生
活
に
支
障
が
な
い
範
囲

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

簡
単
に
で
き
る
節
電
対
策

○
使
用
し
て
い
な
い
照
明
や
テ
レ
ビ
な
ど

は
、
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ

う　

○
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
暖
房
は
、
室
温
20
度
を
目
安
に
設

定
し
ま
し
ょ
う　

○
電
化
製
品
を
使
用
し

て
い
な
い
間
も
待
機
電
力
は
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
使
用
し
な
い
時
は
、
プ
ラ
グ
か
ら

抜
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
　
環
境
課
環
境
計
画
担
当（
☎
５
０
１

‐
６
８
０
２
）

春
休
み
期
間
中
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
　
入
室
の
ご
案
内

　
定
員
に
余
裕
が
あ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
春
休
み
期
間
中
の
入
室
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
　
保
育
課
又
は
両
支
所
福
祉
グ
ル
ー
プ

に
備
え
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
２
月
15
日（
月
）
ま
で
の
８
時
30
分

〜
17
時
15
分
に
保
育
課
・
両
支
所
福
祉
グ

ル
ー
プ（
土
曜
日
は
12
時
ま
で
保
育
課
の

み
で
受
付
。
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
　
保
育
課
児
童
ク
ラ
ブ
担
当（
内
線
２

６
４
３
）

第
２
回
給
食
カ
フ
ェ

給
食
試
食
会

　
鴻
巣
市
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
和
食

の
中
学
校
給
食
。
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

で
栽
培
し
た
本
市
産
の
「
こ
う
の
と
り
伝

説
米
」
の
ご
飯
や
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

時
　
２
月
16
日（
火
）
11
時
30
分
〜
13
時

所
　
吹
上
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
　
市
内
在
住
の
方

定
　
20
人（
先
着
順
）

費
　
１
食
２
８
０
円（
材
料
費
・
当
日
集

金
）
※
お
釣
り
が
な
い
よ
う
に
ご
用
意
く

だ
さ
い

申
・
問
　
１
月
22
日（
金
）
〜
２
月
２

日（
火
）
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

学
校
支
援
課
学
校
給
食
担
当（
☎
５
４

３
‐
５
３
３
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
４
３
‐
５

３
２
２
・
メ
ー
ルgakkosien@

city.
kounosu.saitam

a.jp

）※
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
申
込
み
時
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利

と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。   

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
の
手
続
き
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

他
　
○
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
学
生
納
付

特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予
等
、
保
険
料
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す 

○
20
歳
に
な
る
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
第
２
号
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
は
不
要
で
す

問
　
大
宮
年
金
事
務
所（
☎
０
４
８
‐
６

５
２
‐
３
３
９
９
・
自
動
音
声
案
内
の

「
２
」
を
選
択
）
又
は
市
国
保
年
金
課
年

金
担
当（
内
線
２
４
３
７
）

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
発
行
さ
れ
ま
す

　
平
成
27
年
中
に
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

の
「
老
齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢（
退
職
）

を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
さ
れ
た

い
き
い
き
先
生
等
の
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
を
積
極
的
に
各
学
校
に
取
り
入
れ
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
い
き
い
き
先
生

等
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
採
用
に
つ
い

て
は
、
書
類
審
査
及
び
面
接
で
の
選
考
と

な
り
ま
す
。
面
接
の
日
程
は
、
応
募
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
過
去
に
い
き
い
き
先

生
等
を
さ
れ
た
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
い
き
い
き
先
生
等
は
、
各
学
校
に
よ
っ

て
勤
務
形
態
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
勤

務
日
・
賃
金
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
の
も
の
を
参
考
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
　
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

受
付
期
限
　
２
月
15
日（
月
）

申
　
募
集
要
項
に
従
い
、
平
日
の
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
に
学
務
課
に
備
え
の
所
定

の
応
募
書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ

り
ま
す
）を
学
務
課
へ
本
人
が
持
参

他
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
い
き
い
き
先

生
等
と
は
別
に
県
費
臨
時
的
任
用
教
職
員

及
び
非
常
勤
講
師
の
応
募
に
つ
い
て
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
学
務
課
教
職
員
担
当（
内
線
７
２
５

３
２
）

▪ いきいき先生等　募集内容
職名 募集人数 応募資格 活動内容 任用期間 勤務日・賃金等

いきいき先生 58人程度

学校教育に理解があり、児
童生徒の気持ちを理解して
一緒に活動し、教員と協力
して児童生徒の支援ができ
る方

児童生徒への指導の
補助、特別に配慮が
必要な子どもへの支
援等

４ 月 ８ 日 ～ ９
月 30 日（勤務
良好の場合、６
か月を超えない
期間で任用を更
新）
※ 長 期 休 業 中

（夏休み等）の
勤 務 は 学 校 長

（所属長）の判
断によります

市内の小・中学校（27 校の
うちいずれか）に週４日～
５日、１日５時間 30 分の
勤務、日給 5,610 円（労災
保険・雇用保険加入）

特別支援教育
指導員 33人程度

特別支援教育に理解があ
り、特別支援学級等の児童
生徒とのふれあい活動に積
極的に関わることのできる
方

小・中学校の特別支
援学級等に在籍する
児童生徒への学習指
導・生活指導の支援
等

特別支援学級が設置されて
いる市内の小・中学校に週
２日～３日、１日７時間 30
分の勤務、日給 7,950 円（労
災保険加入）

通級指導教室
指導員

（発達障がい・
情緒障がい）

４人程度

特別支援教育に理解があ
り、発達障がい等のある児
童生徒とのふれあい活動に
積極的に関わることのでき
る方

小・中学校の発達障
がい・情緒障がい通
級指導教室へ通う児
童生徒への生活指導
の支援等

発達障がい・情緒障がい通
級指導教室が設置されてい
る市内の小・中学校に週５
日、１日５時間30分の勤務、
日給 5,830 円（労災保険・
雇用保険加入）

通級指導教室
指導員

（難聴・言語
障がい）

４人程度
特別支援教育に理解があ
り、言語障がい等に対する
指導ができる方

難聴・言語障がい通
級指導教室へ通う児
童への言語指導等

難聴・言語障がい通級指導
教室が設置されている市内
の小学校に週３日、１日６
時間の勤務、日給 6,360 円

（労災保険加入）

日本語指導員 ２人程度 スペイン語、ポルトガル語
等が話せる方

小・中学校の外国籍
児童生徒への日本語
学習における指導支
援等

外国籍児童生徒が在籍して
いる市内の小・中学校に週
４日、１日４時間の勤務、
日給 4,080 円（労災保険加
入）

さわやか
相談員 ８人

学校教育に理解があり、教
員と協力して児童生徒の教
育相談・支援ができる方

教育相談・支援、学
級担任及び養護教諭
及び保護者等との連
携、いじめ・不登校
などへの対応等

市内の中学校（８校のうち
いずれか）に週５日、１日
５時間の勤務、日給 7,100
円（労災保険、雇用保険、
健康保険、厚生年金保険加
入）

適応指導教室
指導員 ４人程度

学校教育に理解があり、不
登校児童生徒の気持ちを理
解し、支援ができる方

不登校児童生徒の学
習支援・生活指導、
教育相談等

教育支援センター内の適応
指導教室に週４日、１日４
時間の勤務、日給 3,980 円

（労災保険加入）

就学支援
相談員 １人

障がい児の就学支援に関す
る専門的な知識及び経験を
有する方

保育所・幼稚園・学
校への訪問、障がい
児の就学相談等

４ 月 ４ 日 ～ ９
月 30 日（勤務
良好の場合、６
か月を超えない
期間で任用を更
新）

教育支援センターに週３日
～４日、１日６時間の勤務、
日給₆, ₁₂₀円（労災保険加入）

学校事務員 26人程度

学校教育に理解があり、各
種事務を県費事務職員と協
力・連携して行うとともに、
さまざまな校務を積極的に
引き受けることができる方

事務補助等

市内の小・中学校のいずれ
かに週５日、１日３時間
30 分～４時間の勤務、時給
840 円（労災保険加入）

専門教育
相談員 ２人程度

学校教育に理解があり、児
童生徒及び保護者等の気持
ちを理解し、教育相談・支
援ができる方

児童生徒及び保護者
との相談、支援等

平成 28 年４月
４日～平成 29
年３月 31 日

教育支援センターに週３
日、１日７時間 45 分の勤
務、月額 12 万円（労災保険、
雇用保険加入）
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